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判
例
研
究

白
石
春
樹
愛
媛
県
知
事
（
当
時
）
（
一
審
被
告
）
は
、
昭
和
五
六
年
四
月
か
ら
昭
和
六
一
年
一
○
月
に
か
け
て
、
靖
国
神
社
に
対
し
、

毎
年
春
秋
の
例
大
祭
や
毎
年
夏
の
み
た
ま
祭
の
折
に
、
玉
串
料
や
献
灯
料
を
支
出
し
て
き
た
。
愛
媛
県
護
国
神
社
に
対
し
て
は
、
昭

和
五
六
年
一
○
月
か
ら
昭
和
六
一
年
一
○
月
に
か
け
て
、
毎
年
春
秋
の
慰
霊
大
祭
に
供
物
料
と
し
て
公
金
を
支
出
し
た
。
こ
れ
ら
の

支
出
は
総
計
二
一
一
回
に
わ
た
り
、
金
額
は
一
六
万
六
○
○
○
円
に
達
し
て
い
た
。
愛
媛
県
の
住
民
で
あ
る
安
西
賢
二
他
「
靖
国
の
国

家
護
持
に
反
対
す
る
愛
媛
県
民
の
会
」
の
会
員
ら
（
一
審
原
告
）
は
白
石
知
事
の
前
記
支
出
（
以
下
本
件
支
出
）
は
憲
法
二
○
条
三

項
の
禁
止
す
る
宗
教
的
活
動
に
当
た
り
、
ま
た
憲
法
八
九
条
に
も
違
反
す
る
な
ど
と
し
て
、
地
方
自
治
法
一
一
四
二
条
の
一
一
第
一
項
四

号
に
基
づ
い
て
、
愛
媛
県
に
代
位
し
て
、
同
知
事
に
対
し
、
本
件
支
出
に
よ
っ
て
県
が
被
っ
た
損
害
の
賠
償
を
求
め
た
。
ま
た
住
民

－－～［
事
実
］

損
害
賠
償
代
位
請
求
控
訴
事
件
、
高
松
高
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下
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ら
は
、
本
件
支
出
の
な
さ
れ
た
期
間
中
愛
媛
県
東
京
事
務
所
長
を
し
て
い
た
者
、
及
び
同
期
間
中
愛
媛
県
生
活
福
祉
部
老
人
福
祉
課

長
の
職
に
あ
っ
た
者
ら
二
審
被
告
）
に
対
し
て
も
、
そ
の
職
責
上
、
玉
串
料
な
ど
の
支
出
の
つ
い
て
同
知
事
を
補
佐
す
べ
き
者
で

あ
っ
た
か
ら
、
共
同
不
法
行
為
者
で
あ
る
と
し
て
損
害
の
賠
償
を
請
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
知
事
ら
は
、
本
件
支
出
は
宗
教

的
活
動
に
当
た
ら
な
い
か
ら
憲
法
二
○
条
三
項
、
八
九
条
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
何
ら
違
法
性
は
な
い
と
主
張
し
た
。

第
一
審
の
松
山
地
裁
は
、
本
件
の
支
出
は
憲
法
二
○
条
三
項
に
違
反
す
る
と
判
示
し
、
同
知
事
に
対
し
損
害
賠
償
責
任
を
認
め
た
。

す
な
わ
ち
、
本
件
の
支
出
は
、
憲
法
上
の
宗
教
団
体
で
あ
る
靖
国
神
社
お
よ
び
同
神
社
の
地
方
分
社
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
護
国

神
社
に
対
す
る
支
出
で
あ
り
、
そ
の
祭
祀
に
参
加
す
る
行
為
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
玉
串
料
な
ど
の
名
目
で
な
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
宗
教
と
関
わ
り
合
い
の
あ
る
支
出
行
為
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
、
本
件
支
出
の
主
観
的
意
図
は
愛
媛

県
出
身
の
戦
没
者
の
慰
霊
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
宗
教
団
体
で
あ
る
靖
国
神
社
の
祭
神
そ
の
も
の
に
対
し
て
畏
敬
崇
拝
の
念
を
表

す
る
と
い
う
一
面
を
含
ま
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
、
目
的
が
宗
教
的
意
義
を
持
つ
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
と
し
た
。
ま
た
、
た
と
え
そ

の
よ
う
な
公
金
支
出
が
一
回
限
り
で
あ
ろ
う
と
、
靖
国
神
社
は
他
の
宗
教
団
体
と
は
異
な
る
特
別
な
印
象
を
生
じ
さ
せ
る
結
果
と
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
本
件
支
出
は
金
額
的
に
は
社
会
的
儀
礼
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
い
っ
て
よ
い
が
、
戦
前
の
靖

国
神
社
と
国
家
と
の
強
い
結
び
つ
き
、
同
神
社
の
歴
史
と
我
が
国
の
宗
教
事
情
な
ど
を
考
え
る
と
、
本
件
支
出
は
愛
媛
県
と
靖
国
神

社
と
の
結
び
つ
き
に
対
す
る
象
徴
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
目
的
が
宗
教
的
意
義
を
持
つ
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
効
果
が
靖
国
神
社
の
宗
教
活
動
を
援
助
、
助
長
、
促
進
す
る
こ
と
に
な
り
、
愛
媛
県
と
靖
国
神

社
と
の
結
び
つ
き
は
相
当
限
度
を
超
え
て
い
る
と
し
て
、
憲
法
二
○
条
三
項
の
禁
止
す
る
宗
教
的
活
動
に
あ
た
る
と
判
断
し
た
。

本
件
支
出
負
担
行
為
に
つ
い
て
は
、
同
知
事
は
支
出
行
為
ま
た
は
命
令
を
直
接
行
っ
て
は
い
な
い
が
、
本
件
支
出
を
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
信
念
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
、
自
ら
支
出
を
し
た
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
同
知
事
の
損
害
賠



玉串料公金支出と住民訴訟(高良鉄美）185

［
判
旨
］

一
「
憲
法
二
○
条
三
項
の
政
教
分
離
の
規
定
は
、
所
謂
制
度
的
保
障
の
規
定
で
あ
っ
て
…
…
間
接
的
に
信
教
の
自
由
を
確
保
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
。
「
憲
法
二
○
条
一
項
は
、
自
然
人
の
有
す
る
信
教
の
自
由
を
…
…
保
障
す
る
も
の
で
…
…
国
家
機
関
が
自

然
人
と
同
様
に
神
道
の
祭
神
を
畏
敬
崇
拝
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
行
憲
法
の
解
釈
と
し
て
は
あ
り
得
な
い
」
か
ら
、
「
一
審
被
告

白
石
が
愛
媛
県
を
代
表
し
、
す
な
わ
ち
愛
媛
県
自
体
が
…
…
第
二
次
大
戦
中
に
国
家
機
関
が
し
た
行
為
と
同
様
に
、
靖
国
神
社
、
護

国
神
社
に
対
し
、
そ
の
祭
神
を
畏
敬
崇
拝
す
る
目
的
で
玉
串
料
を
支
出
し
た
と
」
言
え
な
い
。
「
宗
教
的
活
動
を
行
う
宗
教
法
人
な

ど
に
関
し
、
国
家
機
関
…
…
が
信
教
に
関
す
る
事
項
を
取
り
扱
う
こ
と
は
国
民
の
政
府
で
あ
る
以
上
当
然
の
事
理
で
あ
る
。
従
っ
て
、

国
家
機
関
の
行
為
と
し
て
全
く
信
教
に
関
す
る
事
項
の
処
理
を
禁
止
す
る
か
の
如
き
所
論
は
、
憲
法
二
○
条
が
無
宗
教
の
者
の
信
教

の
自
由
の
み
を
保
障
し
、
信
教
の
自
由
に
関
す
る
人
権
の
保
障
を
無
視
す
る
結
果
を
招
く
議
論
で
」
あ
る
。

二
「
玉
串
料
等
の
支
出
行
為
は
、
神
道
上
の
宗
教
的
な
意
義
を
持
つ
け
れ
ど
も
…
…
一
般
人
に
と
っ
て
…
…
玉
串
料
等
を
支
出
す

る
こ
と
は
過
大
で
な
い
限
り
社
会
的
儀
礼
と
し
て
受
容
さ
れ
」
て
お
り
、
「
愛
媛
県
知
事
で
あ
っ
た
一
審
被
告
白
石
が
奉
納
し
た
か

ら
と
い
っ
て
、
神
社
が
宗
教
儀
式
等
に
つ
い
て
特
別
の
取
り
扱
い
を
し
た
も
の
で
は
な
く
…
…
知
事
に
よ
る
支
出
も
特
別
に
靖
国
神

社
等
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
も
の
と
は
認
識
し
て
い
な
い
」
。
「
一
審
被
告
白
石
の
意
図
・
目
的
は
…
…
遺
族
援
護
行
政
の
一
環
と
し

て
…
…
支
出
し
た
も
の
で
あ
」
ろ
。
「
終
戦
後
の
憲
法
の
基
本
的
大
改
正
に
従
い
、
靖
国
神
社
等
の
」
第
二
次
大
戦
中
の
「
よ
う
な

法
的
地
位
、
法
律
関
係
が
全
て
消
滅
し
…
…
国
民
の
大
多
数
の
意
思
が
、
そ
の
よ
う
な
法
的
地
位
、
法
律
関
係
を
望
ま
な
い
も
の
と

償
責
任
を
認
め
た
。
し
か
し
、
同
県
東
京
事
務
所
長
ら
に
つ
い
て
は
職
務
上
の
義
務
違
反
は
認
め
ら
れ
ず
、
損
害
賠
償
の
責
任
を
問

え
な
い
と
し
た
。
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し
て
確
定
さ
れ
、
従
っ
て
又
、
こ
の
点
か
ら
考
え
て
も
、
一
審
被
告
白
石
の
意
図
が
こ
の
よ
う
な
靖
国
神
社
等
の
第
二
次
世
界
大
戦

中
と
同
一
の
法
的
地
位
、
法
律
関
係
の
復
活
を
目
的
と
し
て
い
た
も
の
と
は
い
え
」
な
い
。
「
一
審
被
告
白
石
の
宗
教
的
意
識
は

…
…
個
人
的
な
祈
願
す
な
わ
ち
主
と
し
て
次
期
の
愛
媛
県
知
事
へ
の
再
当
選
を
祈
願
す
る
の
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
以
上
に
神
道
の
深
い

宗
教
心
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
支
出
の
程
度
は
…
…
社
会
的
儀
礼
の
程
度
に
止
ま
っ
て
い
る
」
。

｜
｜
｜
本
件
支
出
「
行
為
が
一
般
人
に
与
え
る
効
果
、
影
響
に
つ
い
て
は
…
…
一
審
被
告
ら
の
玉
串
料
等
の
支
出
が
」
靖
国
神
社
の
第

二
次
世
界
大
戦
中
の
「
法
的
地
位
、
法
律
関
係
の
復
活
、
国
家
機
関
に
よ
る
神
道
の
援
助
、
助
長
に
つ
い
て
特
別
の
関
心
、
気
風
を

呼
び
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
は
考
え
難
」
く
、
「
社
会
通
念
に
従
っ
て
、
客
観
的
に
判
断
す
れ
ば
、
一
審
被
告
白
石
の
玉
串
料
等
の

支
出
は
、
特
定
の
宗
教
で
あ
る
神
社
神
道
へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ
し
、
こ
れ
に
対
す
る
援
助
、
助
長
、
促
進
又
は
他
の
宗
教
に
対
す

る
圧
迫
、
干
渉
等
に
な
る
よ
う
な
、
憲
法
二
○
条
三
項
で
禁
止
す
る
国
家
機
関
に
よ
る
宗
教
的
活
動
に
は
当
た
ら
な
い
」
。
。
春
被

告
白
石
の
し
た
玉
串
料
等
の
支
出
が
靖
国
神
社
等
の
『
維
持
』
に
当
た
る
よ
う
な
国
家
機
関
に
よ
る
経
済
援
助
と
な
る
か
に
つ
い
て

み
る
と
…
…
白
石
の
し
た
程
度
の
回
数
、
金
額
で
は
…
…
当
時
の
靖
国
神
社
の
一
回
の
例
大
祭
の
玉
串
料
の
合
計
額
」
か
ら
見
れ
ば

「
一
審
被
告
白
石
の
玉
串
料
等
の
占
め
る
割
合
は
零
細
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
一
般
に
…
…
一
人
一
人
の
額
が
少
な
く
て
も
そ
れ
が

集
合
し
て
多
額
に
達
」
す
る
が
、
「
そ
れ
は
自
然
人
で
あ
る
国
民
の
信
教
の
自
由
、
宗
教
活
動
の
自
由
が
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
結
果
、

個
々
の
国
民
の
宗
教
活
動
の
集
積
に
よ
り
生
じ
た
現
象
で
あ
り
、
一
審
被
告
白
石
が
前
記
目
的
で
玉
串
料
等
を
支
出
し
た
こ
と
と
は

何
ら
相
当
因
果
関
係
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
…
…
一
審
被
告
白
石
の
し
た
玉
串
料
等
の
支
出
は
、
特
定
の
宗
教
で
あ
る
神
社

神
道
へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ
し
、
こ
れ
に
対
す
る
援
助
、
助
長
、
促
進
又
は
他
の
宗
教
に
対
す
る
圧
迫
、
干
渉
等
に
な
る
よ
う
な
憲

法
八
九
条
の
禁
止
す
る
国
家
機
関
の
行
為
に
は
当
た
ら
な
ど
。

四
「
一
審
被
告
白
石
の
玉
串
料
等
の
支
出
は
。
…
：
遺
族
援
護
等
行
政
に
関
す
る
諸
法
規
、
当
時
の
解
釈
通
達
等
に
従
い
…
…
実
定
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序
最
高
裁
が
津
地
鎮
祭
事
件
に
お
い
て
宗
教
的
活
動
の
解
釈
に
い
わ
ゆ
る
目
的
効
果
基
準
を
採
用
し
て
以
来
（
最
大
判
昭
五
二
・

七
・
一
一
一
一
民
築
一
一
一
一
・
四
・
五
三
三
、
判
例
時
報
八
五
五
号
一
一
四
頁
参
照
）
、
憲
法
二
○
条
三
項
の
い
う
宗
教
的
活
動
の
判
断
基
準
と
し
て
、

行
為
の
目
的
、
意
図
、
効
果
、
影
響
な
ど
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
手
法
が
採
用
さ
れ
、
定
着
し
て
き
て
い
る
。
本
判
決
も
そ
の
手
法

を
採
用
し
て
い
る
点
は
本
件
第
一
審
判
決
（
松
山
地
判
平
元
・
三
・
一
七
、
判
例
時
報
一
一
一
一
○
五
号
一
一
六
頁
）
と
同
様
で
あ
る
が
、
宗
教

的
活
動
の
意
義
の
捉
え
方
に
大
き
な
差
が
あ
る
。
玉
串
料
等
の
公
金
支
出
に
つ
い
て
は
本
件
の
他
、
い
わ
ゆ
る
岩
手
靖
国
訴
訟
が
あ

る
が
、
同
事
件
に
お
い
て
は
、
本
件
と
対
照
的
な
展
開
を
一
不
し
、
第
一
審
判
決
〈
盛
岡
地
判
昭
六
一
一
・
三
・
五
、
判
例
時
報
一
一
一
一
一
三
号

法
上
も
そ
の
根
拠
が
あ
り
…
…
違
法
で
は
な
か
っ
た
」
。
ま
た
「
一
審
被
告
白
石
は
、
そ
の
余
の
一
審
被
告
ら
に
対
す
る
監
督
義
務

の
不
履
行
は
見
当
ら
」
な
い
。

な
お
、
一
審
被
告
白
石
の
本
案
前
の
主
張
（
本
件
財
務
会
計
上
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
そ
の
支
出
権
限
を
愛
媛
県
夏
昆
事
務
所
長
等
に
権
限

委
任
し
、
専
決
処
理
き
せ
て
い
た
か
ら
、
被
告
適
格
を
有
し
な
い
と
主
張
）
に
つ
い
て
、
「
本
訴
は
、
一
審
原
告
ら
が
、
地
方
自
治
法
二
四

二
条
の
こ
の
一
項
四
号
に
よ
り
、
愛
媛
県
に
代
位
し
て
、
愛
媛
県
が
一
審
被
告
白
石
に
対
し
て
有
す
る
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
一
審
原
告
ら
の
主
張
す
る
請
求
原
因
で
は
、
一
審
被
告
白
石
が
職
務
の
執
行
に
あ
た
り
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
が

あ
る
こ
と
、
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
、
部
下
で
あ
る
そ
の
余
の
一
審
被
告
ら
の
監
督
義
務
を
怠
っ
た
過
失
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
後
者
の
点
で
は
そ
の
被
告
適
格
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
長

は
…
…
地
方
自
治
法
上
、
右
財
務
会
計
上
の
行
為
を
行
う
権
限
を
法
令
上
本
来
的
に
有
す
る
と
さ
れ
て
い
る
以
上
、
…
…
当
該
代
位

請
求
住
民
訴
訟
に
お
い
て
、
同
条
項
号
に
い
う
『
当
該
職
員
』
に
該
当
す
る
」
と
し
た
。

［
研
究
］
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一
「
政
教
分
離
は
、
い
わ
ゆ
る
制
度
的
保
障
の
規
定
で
あ
っ
て
、
信
教
の
自
由
そ
の
も
の
を
直
接
保
障
す
る
も
の
で
は
な
く
、
国

家
と
宗
教
と
の
分
離
を
制
度
と
し
て
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
間
接
的
に
信
教
の
自
由
の
保
障
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」

と
し
て
、
津
地
鎮
祭
事
件
最
高
裁
判
決
（
前
掲
）
が
、
政
治
と
宗
教
と
の
関
わ
り
合
い
を
目
的
効
果
基
準
に
よ
り
判
断
す
る
際
に
、

そ
の
蕊
と
し
て
制
度
的
保
障
論
を
展
開
し
て
以
来
、
制
度
的
保
障
Ｉ
目
的
藁
基
準
の
路
線
が
敷
か
れ
て
い
る
。
尤
も
、
こ
の

路
線
を
採
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
合
憲
判
決
し
か
導
か
れ
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
前
記
最
高
裁
判
決
に
お
け
る
多

数
意
見
に
対
し
て
は
「
制
度
的
保
障
論
を
提
唱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
教
分
離
の
内
実
を
希
薄
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
意
図
が
う

一
一
一
○
頁
）
は
合
憲
、
控
訴
審
判
決
（
仙
台
高
判
平
一
一
一
・
｜
・
’
○
、
判
例
時
報
一
一
一
一
七
○
号
三
亘
は
違
憲
と
判
断
し
て
い
る
（
但
し
、
同

判
決
は
、
原
告
の
損
害
賠
償
請
求
を
棄
却
し
て
お
り
、
訴
訟
法
的
に
は
被
告
勝
訴
）
。
そ
し
て
、
被
告
側
の
上
告
に
対
し
て
最
高
裁
は
、
上
告

却
下
の
決
定
を
し
、
同
事
件
に
お
け
る
違
憲
判
断
が
確
定
し
た
く
最
高
裁
第
二
小
決
平
三
・
九
・
一
一
四
）
。
前
記
諸
判
決
は
い
ず
れ
も
い

わ
ゆ
る
目
的
効
果
基
準
に
則
っ
て
判
断
し
て
い
る
も
の
の
、
合
憲
、
違
憲
判
決
が
交
錯
し
て
い
る
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
い
わ
ゆ
る

目
的
効
果
基
準
で
判
断
を
す
る
場
合
、
客
観
的
な
判
断
の
保
障
に
疑
問
が
あ
る
判
決
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
も
っ
と
客
観
性

を
確
保
で
き
る
よ
う
な
基
準
を
必
要
と
し
て
い
る
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
か
な
る

目
的
が
あ
れ
ば
宗
教
的
意
義
が
あ
り
、
い
か
な
る
効
果
が
あ
れ
ば
宗
教
に
対
す
る
援
助
、
助
長
、
促
進
と
い
え
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
裁
判
官
個
人
の
宗
教
感
に
大
き
く
左
右
さ
れ
が
ち
で
、
そ
れ
が
法
的
判
断
か
と
い
う
こ
と
に
確
信
が
あ
る
と
は
い
え

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
憲
法
の
政
教
分
離
原
則
は
、
そ
の
よ
う
に
暖
昧
で
緩
や
か
な
原
則
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
時
流
か
ら
す
れ

ば
、
岩
手
靖
国
訴
訟
控
訴
審
判
決
、
本
件
第
一
審
判
決
に
お
け
る
違
憲
判
断
の
流
れ
に
逆
行
す
る
本
判
決
が
今
後
の
裁
判
に
も
た
ら

す
影
響
及
び
そ
の
意
義
、
政
教
分
離
の
あ
り
方
、
目
的
効
果
基
準
の
再
検
討
な
ど
を
含
め
て
、
判
旨
の
順
を
追
っ
て
本
判
決
を
批
評

し
て
み
た
い
。
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か
が
え
る
」
と
の
批
判
が
あ
る
（
越
路
正
巳
「
政
教
分
離
の
原
則
」
大
須
賀
明
ほ
か
縮
『
憲
法
判
例
の
研
究
』
一
九
六
頁
な
ど
参
照
）
。
制
度

的
保
障
論
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
制
度
的
保
障
に
す
ぎ
な
い
、
間
接
的
に
信
教
の
自
由
を
保
障
す
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
よ

う
な
、
い
か
に
も
政
教
分
離
原
則
を
劣
っ
た
地
位
に
置
く
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ま
せ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
や
は
り
こ
の
点

で
前
記
最
高
裁
判
決
は
、
い
く
ぶ
ん
政
教
分
離
原
則
を
軽
視
し
た
き
ら
い
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
制
度
的
保
障
１
１
目
的
効
果
基
準

の
路
線
に
よ
っ
て
、
国
家
と
宗
教
と
の
関
わ
り
合
い
が
相
当
と
さ
れ
る
限
度
を
超
え
る
も
の
だ
け
が
憲
法
で
禁
止
さ
れ
る
と
し
た
り
、

政
教
分
離
の
緩
や
か
な
解
釈
に
途
を
開
い
て
い
る
の
は
否
め
な
い
。
ま
た
自
衛
官
合
祀
事
件
の
最
高
裁
判
決
（
最
判
昭
六
一
一
一
・
六
・
｜
、

判
例
時
報
一
二
七
七
号
一
一
一
四
頁
）
で
は
、
政
教
分
離
「
規
定
に
違
反
す
る
国
又
は
そ
の
機
関
の
宗
教
的
活
動
も
…
…
憲
法
が
保
障
し
て

い
る
信
教
の
自
由
を
直
接
侵
害
す
る
に
至
ら
な
い
限
り
、
私
人
に
対
す
る
関
係
で
当
然
に
は
違
法
と
評
価
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」

と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
政
教
分
離
違
反
の
国
家
行
為
が
、
憲
法
保
障
、
司
法
的
統
制
の
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
、
放
任
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
政
教
分
離
規
定
を
人
権
条
項
と
捉
え
る
見
解
（
高
柳
信
一
「
政
教
分
離
判
例
理
論
の
思
想
」

下
山
ほ
か
編
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
現
代
的
展
開
２
』
二
一
一
二
頁
参
照
）
や
、
制
度
的
保
障
論
の
必
要
性
自
体
に
疑
義
を
投
げ
か
け
る
見
解
（
佐

藤
幸
治
『
憲
法
』
二
八
頁
参
照
）
な
ど
の
登
場
は
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
従
来
の
制
度
的
保
障
論
の
枠
を
超

え
た
ネ
オ
制
度
的
保
障
論
が
必
要
で
あ
ろ
う
し
、
学
説
も
こ
の
方
向
に
展
開
し
つ
つ
あ
る
。

本
判
決
が
「
国
家
機
関
が
自
然
人
と
同
様
に
神
道
の
祭
神
を
畏
敬
崇
拝
す
る
と
い
う
こ
と
は
…
…
あ
り
得
な
い
」
か
ら
「
一
審
被

告
白
石
が
愛
媛
県
を
代
表
し
…
…
祭
神
を
畏
敬
崇
拝
す
る
目
的
で
玉
串
料
を
支
出
し
た
と
」
言
え
な
い
と
し
て
い
る
の
は
問
題
で
あ

ろ
う
。
首
長
で
あ
る
県
知
事
は
公
人
と
し
て
は
県
を
代
表
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
少
な
く
と
も
拝
ん
で
い
る
間
は
畏
敬
崇

拝
す
る
目
的
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
実
質
的
に
県
自
体
が
行
っ
た
宗
教
的
行
為
と
言
え
る
。
ま
さ
に
、
公
金
に
よ
っ
て
、
靖

国
神
社
の
祭
神
を
畏
敬
崇
拝
す
る
目
的
で
玉
串
料
を
支
出
し
た
に
他
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
問
題
点
を
挙
げ
れ
ば
、
「
国
家
機
関
の
行
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二
玉
串
料
等
の
支
出
行
為
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
宗
教
的
意
義
を
認
め
つ
つ
、
過
大
で
な
い
限
り
社
会
的
儀
礼
と
し
て
受
容
さ
れ

て
い
る
の
で
、
本
件
支
出
も
特
別
に
靖
国
神
社
等
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
と
は
一
般
人
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
て
い
る
が
、

正
確
な
一
般
人
の
認
識
把
握
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
件
第
一
審
判
決
で
は
、
た
と
え
そ
の
よ
う
な
公
金
支
出
が
一
回

限
り
で
あ
ろ
う
と
、
靖
国
神
社
は
他
の
宗
教
団
体
と
は
異
な
る
特
別
な
印
象
を
生
じ
さ
せ
る
結
果
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
し

て
い
る
。
二
股
人
の
認
識
」
と
い
う
場
合
に
何
ら
具
体
的
な
調
査
、
統
計
に
基
づ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
感
覚
的
な
判
断
と
な
っ

て
お
り
、
事
実
春
で
あ
る
第
一
審
と
本
判
決
と
で
は
逆
の
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
公
金
か
ら
玉
串
料
と
し
て
定
期

的
に
、
他
の
諸
宗
教
団
体
に
で
は
な
く
、
靖
国
神
社
等
に
対
し
て
の
み
支
出
さ
れ
る
こ
と
や
、
県
の
首
長
で
あ
る
知
事
が
多
く
の
場

合
、
自
ら
出
向
い
て
い
た
こ
と
な
ど
が
一
般
人
に
対
し
て
情
報
と
し
て
穂
極
的
に
知
ら
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
一
般
人
の
反
応

に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
が
事
前
に
知
ら
さ
れ
て
お
れ
ば
、
靖
国
神
社
等
と
特
別
な
つ
な
が
り
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
と
感
ず
る
者
は
決
し
て
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。

題
で
あ
ろ
う
。

為
と
し
て
全
く
信
教
に
関
す
る
事
項
の
処
理
を
禁
止
す
る
か
の
如
き
所
論
は
、
憲
法
二
○
条
が
無
宗
教
の
者
の
信
教
の
自
由
の
み
を

保
障
し
、
信
教
の
自
由
に
関
す
る
人
権
の
保
障
を
無
視
す
る
結
果
を
招
く
議
論
で
」
あ
る
と
し
て
い
る
点
で
、
こ
の
捉
え
方
は
信
教

の
自
由
が
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
経
緯
を
そ
れ
こ
そ
無
視
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
国
家
に
対
し
不
作
為
〈
不
干
渉
）
を
要
求
す
る
と

い
う
自
由
権
の
本
質
と
も
矛
盾
し
て
お
り
、
国
家
機
関
が
信
教
に
関
し
介
入
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
信
教
の
自
由
が
侵
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
り
、
神
社
神
道
だ
け
が
優
遇
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
宗
教
、
無
宗
教
に
関
係
な
く
平
等
に
取
り
扱
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
る

の
で
あ
っ
て
、
本
判
決
は
、
宗
教
に
対
す
る
国
家
の
積
極
的
関
与
さ
え
是
認
す
る
よ
う
に
読
め
る
。
津
地
鎮
祭
最
高
裁
判
決
で
挙
げ

ら
れ
た
宗
教
学
校
に
対
す
る
補
助
金
の
よ
う
な
蛇
足
的
例
と
同
様
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
平
等
の
観
点
か
ら
捉
え
る
べ
き
問
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ま
た
、
玉
串
料
等
の
支
出
を
遺
族
援
護
行
政
と
し
て
い
る
点
も
問
題
で
あ
ろ
う
。
遺
族
援
護
行
政
と
し
て
の
支
出
で
あ
れ
ば
、
遺

族
団
体
の
代
表
が
県
か
ら
補
助
金
と
し
て
受
領
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
県
の
首
長
が
靖
国
神
社
等
に
玉
串
料
等
と
し
て
納
め
る

べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
一
審
被
告
白
石
の
有
力
な
政
治
的
支
持
団
体
で
あ
る
県
遺
族
会
の
要
請
に
応
え
た
も
の
で
、
再
選
を

祈
願
し
、
自
ら
出
向
く
の
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
個
人
の
支
出
で
行
う
べ
き
で
、
公
金
で
支
出
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。

本
判
決
で
は
、
た
び
た
び
靖
国
神
社
の
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
法
的
地
位
に
言
及
し
て
お
り
、
本
件
支
出
の
目
的
の
宗
教
的
意
義

に
つ
い
て
も
、
靖
国
神
社
の
第
二
次
世
界
大
戦
中
と
同
一
の
法
的
地
位
の
復
活
が
目
的
と
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
に
重
点
を
置
い
て

い
る
。
本
判
決
に
お
け
る
靖
国
神
社
の
そ
の
よ
う
な
法
的
地
位
そ
の
も
の
に
関
す
る
判
断
が
ま
ず
い
わ
け
で
は
な
く
、
我
が
国
の
第

二
次
大
戦
に
至
る
ま
で
の
歴
史
と
靖
国
神
社
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
も
っ
と
根
本
的
な
問
題
、
す
な
わ

ち
政
教
分
離
原
則
の
本
質
的
意
義
に
つ
い
て
の
考
察
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
信
教
の
自
由
を
保
障
す
る
政
教
分
離

と
は
、
第
二
次
大
戦
の
よ
う
な
戦
争
を
防
ぐ
た
め
の
原
則
で
は
な
く
、
宗
教
心
の
有
無
や
宗
教
の
違
い
で
不
利
・
有
利
に
扱
わ
れ
た

り
せ
ず
に
、
信
教
に
つ
い
て
は
何
の
姪
桔
も
な
く
、
自
由
で
あ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
（
ア
メ
リ
カ
憲
法
に
お
け
る
政

教
分
離
の
原
則
か
ら
は
戦
争
云
々
と
い
う
議
論
は
出
て
こ
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
明
白
で
あ
ろ
う
。
高
柳
前
掲
論
文
等
参
照
）
。

靖
国
神
社
法
案
が
国
会
で
廃
案
に
至
っ
た
経
緯
や
そ
の
結
果
を
国
民
の
大
多
数
の
意
思
と
し
て
、
靖
国
神
社
の
第
二
次
大
戦
中
の

地
位
復
活
を
望
ま
な
い
も
の
と
判
断
し
た
部
分
に
誤
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
国
民
の
大
多
数
の
意
思
が
そ
う
だ
か
ら
、
一
審

被
告
白
石
に
も
そ
の
よ
う
な
意
図
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
の
は
い
さ
さ
か
乱
暴
な
断
定
で
あ
ろ
う
。
一
度
な
ら
ず
も
一
一
度
、
三
度

と
国
会
に
靖
国
神
社
法
案
が
提
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
靖
国
神
社
の
第
二
次
大
戦
中
の
よ
う
な
地
位
復
活
を
望
む
も
の
も
か
な

り
い
る
可
能
性
は
あ
る
わ
け
で
、
一
審
被
告
白
石
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
ま
た
靖
国
神
社
法
案
の
第
一
条

は
靖
国
神
社
は
宗
教
に
非
ず
と
護
う
も
の
で
、
第
二
次
大
戦
中
の
国
家
神
道
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
そ
の
も
の
と
酷
似
し
て
い
る
点
を
考
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え
合
わ
せ
れ
ば
、
靖
国
神
社
の
み
を
特
別
に
扱
お
う
と
意
図
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
ず
、
信
教
の
自
由
を
保
障
す
る
政
教
分
離
原
則

に
対
す
る
重
大
な
違
反
と
な
る
。

三
本
判
決
で
、
国
家
機
関
の
宗
教
的
活
動
の
解
釈
に
目
的
効
果
基
準
を
用
い
る
こ
と
の
是
非
が
問
わ
れ
る
の
は
、
本
件
支
出
の
一

般
人
に
与
え
る
効
果
に
つ
い
て
の
判
断
、
す
な
わ
ち
、
玉
串
料
の
支
出
が
一
般
人
に
与
え
る
精
神
的
な
効
果
と
い
う
面
か
ら
、
憲
法

二
○
条
三
項
で
禁
止
さ
れ
る
宗
教
的
活
動
に
当
た
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
本
件
支
出
は
靖
国
神
社
の
法
的
地
位
の
復

活
や
神
道
の
援
助
、
助
長
へ
の
関
心
な
ど
を
呼
び
起
こ
す
と
は
考
え
難
い
と
し
た
部
分
で
あ
る
。
こ
の
認
識
を
前
提
と
し
て
「
社
会

通
念
」
を
用
い
て
、
本
件
支
出
が
特
定
宗
教
で
あ
る
神
社
神
道
へ
の
援
助
、
助
長
、
又
は
他
宗
教
へ
の
圧
迫
、
干
渉
な
ど
に
な
る
よ

う
な
憲
法
二
○
条
三
項
の
禁
止
す
る
宗
教
的
活
動
に
当
た
ら
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
本
件
支
出
の
財
政
的
効
果
に
つ
い

て
も
、
同
様
に
神
社
神
道
へ
の
援
助
、
助
長
、
又
は
他
宗
教
へ
の
圧
迫
、
干
渉
と
い
う
観
点
か
ら
遼
法
八
九
条
の
違
反
に
当
た
ら
な

い
と
し
て
い
る
。
目
的
効
果
論
及
び
そ
の
コ
ロ
ラ
リ
ー
と
し
て
の
相
当
限
度
論
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
「
宗
教
的
活
動
」
の
認
定
の
し

か
た
に
つ
い
て
、
憲
法
二
○
条
の
精
神
に
適
合
し
な
い
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
、
「
『
目
的
Ⅱ
効
果
』
で
し
ぼ
り
を
か

け
て
、
あ
い
ま
い
な
『
社
会
通
念
』
等
で
『
相
当
と
さ
れ
る
限
度
』
を
決
め
れ
ば
、
大
抵
の
宗
教
へ
の
『
か
か
わ
り
合
い
』
は
、
懲
法
の
禁
止
す
る

『
宗
教
的
活
動
』
で
な
い
と
き
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
」
。
「
こ
の
よ
う
な
『
つ
よ
い
限
定
解
釈
』
で
政
教
分
離
の
原
則
を
ル
ー
ズ
に
後
退
き
せ
る
」

な
ど
の
批
判
。
小
林
直
樹
「
愛
媛
玉
串
料
訴
訟
一
審
判
決
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
三
八
号
六
五
頁
参
照
）
。

序
に
お
い
て
言
及
し
た
が
、
同
じ
目
的
効
果
基
準
を
採
用
し
な
が
ら
も
、
本
件
一
審
判
決
〈
違
憲
）
と
岩
手
靖
国
訴
訟
一
審
判
決

及
び
本
判
決
（
い
ず
れ
も
合
憲
）
と
で
は
、
そ
の
結
論
が
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の
大
き
な
原
因
は
、
判
断
基
準
と
し
て
の
目

的
効
果
基
準
の
持
つ
本
質
的
機
能
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
目
的
効
果
基
準
そ
の
も
の
に
は
問
題
が
な
く
、
政
教
分
離
規
定
の
適
用

の
仕
方
（
厳
格
な
適
用
、
緩
や
か
な
適
用
）
に
あ
る
の
か
。
個
別
的
に
こ
れ
ら
の
判
決
を
見
れ
ば
、
政
教
分
離
規
定
の
厳
格
な
適
用
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Ｉ
遮
意
級
ゃ
か
稜
適
用
１
－
合
懲
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
目
的
効
果
基
準
の
適
用
そ
の
も
の
に
問
題
は
な
い
よ
う
に
見
え

る
（
前
掲
小
林
論
文
七
一
頁
で
は
、
目
的
効
果
鶴
に
反
対
し
な
が
ら
も
、
本
件
一
審
判
決
に
お
け
る
政
教
分
離
規
定
の
厳
格
な
適
用
を
高
く
評
価
し

て
お
り
、
政
教
分
離
規
定
の
趣
旨
を
生
か
す
か
殺
す
か
の
別
れ
道
は
、
実
質
的
に
は
主
と
し
て
歴
史
的
認
識
の
当
否
と
深
浅
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
し

て
い
る
）
。
し
か
し
、
こ
れ
を
全
体
的
に
見
れ
ば
、
合
憲
判
決
、
違
憲
判
決
が
錯
綜
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
目
的
効
果
基
準
の
本
質

的
機
能
に
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
基
準
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
行
為
の
目
的
に
か
な
り
宗
教
的
意
義
が
認
め
ら
れ
て
も
、
効

果
と
い
う
面
で
は
、
よ
っ
ぽ
ど
あ
る
宗
教
に
対
す
る
直
接
的
な
援
助
、
助
長
又
は
他
宗
教
に
対
す
る
圧
迫
、
干
渉
に
な
ら
な
い
か
ぎ

り
、
合
憲
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
本
件
第
一
審
判
決
の
よ
う
に
、
本
件
支
出
が
愛
媛
県
と
靖
国
神
社
と
の
結
び
つ
き
に
対

す
る
象
徴
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
目
的
が
宗
教
的
意
義
を
持
つ
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
効
果
が
靖
国
神
社
の

宗
教
活
動
を
援
助
、
助
長
、
促
進
す
る
こ
と
に
な
り
、
違
憲
と
す
る
判
断
も
あ
る
。
前
者
に
は
、
地
鎮
祭
に
宗
教
的
意
義
を
認
め
ず
、

世
俗
的
行
事
と
し
た
津
地
鎮
塞
拳
件
最
高
裁
判
決
が
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
本
判
決
も
こ
の
部
類
に
属
す
る
。
後
者
は
、
政
教
分

離
原
則
を
厳
格
に
解
し
、
妥
当
な
判
断
で
あ
ろ
う
が
、
目
的
効
果
基
準
を
採
用
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
本
件
の
よ
う
に
上
級
裁
判
所
の

主
観
的
判
断
に
よ
り
、
玉
串
料
な
ど
の
支
出
は
相
当
な
限
度
を
超
え
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

四
玉
串
料
と
い
う
名
目
で
の
支
出
に
つ
い
て
法
的
義
務
と
い
う
観
点
か
ら
言
え
ば
、
遺
族
援
護
行
政
に
関
す
る
支
出
と
い
う
も
の

は
、
他
の
補
助
金
と
同
じ
形
で
交
付
す
る
の
が
平
等
取
り
扱
い
上
も
必
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
玉
串
料
と
い
う
宗
教
的
意
義
を
持

つ
支
出
は
、
た
と
え
名
目
だ
け
で
あ
ろ
う
と
公
金
の
支
出
項
目
に
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
本
判
決
で
は
、
支
出
行
為
に

対
す
る
実
定
法
上
の
根
拠
に
は
疑
問
符
の
つ
い
た
ま
ま
、
違
法
で
は
な
い
と
し
て
、
詳
細
な
判
断
を
避
け
て
い
る
が
、
法
的
義
務
の

面
か
ら
は
も
っ
と
細
か
い
考
察
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
一
審
被
告
白
石
の
被
告
適
格
性
に
対
す
る
判
断
は
、
本
件
一
審
判
決
、
本
判

決
と
も
、
妥
当
な
論
理
展
開
で
あ
る
が
、
本
判
決
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
行
政
庁
と
し
て
の
県
知
事
の
地
位
が
強
調
さ
れ
て
く
る
わ
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け
で
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
県
を
代
表
し
た
行
為
の
主
体
と
し
て
形
式
的
に
も
、
実
質
的
に
も
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
県
を
代
表
し
て
、
靖
国
神
社
に
対
し
、
そ
の
祭
神
を
畏
敬
崇
拝
す
る
目
的
で
玉
串
料

を
支
出
し
た
と
言
え
、
そ
の
目
的
が
宗
教
的
意
義
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。

結
下
級
審
判
決
に
は
訴
訟
戦
略
的
な
新
し
い
傾
向
が
見
え
な
い
で
も
な
い
。
す
で
に
言
及
し
た
岩
手
靖
国
訴
訟
控
訴
審
（
仙
台
高

裁
）
判
決
で
は
、
形
式
的
に
は
損
害
賠
償
を
求
め
る
原
告
側
の
控
訴
を
棄
却
し
な
が
ら
、
実
質
的
に
は
公
式
参
拝
、
玉
串
料
等
の
支

出
を
違
憲
と
し
て
原
告
側
の
勝
訴
と
な
っ
た
。
同
判
決
に
つ
い
て
は
、
形
式
的
に
勝
訴
し
た
被
告
側
か
ら
の
上
告
を
封
じ
、
違
憲
判

決
を
確
定
き
せ
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
初
宿
正
典
「
岩
手
端
国
住
民
訴
訟
控
訴
瀞
判
決
と
述
懲
審
査

権
の
行
使
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
七
九
号
四
二
頁
参
照
）
。
事
実
、
被
告
側
の
上
告
手
続
き
を
、
仙
台
高
裁
は
不
適
法
と
却
下
す
る
決
定
を
し
、

さ
ら
に
特
別
抗
告
を
受
け
た
最
高
裁
は
却
下
の
決
定
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
前
記
仙
台
高
裁
の
判
決
が
確
定
し
た
の
で
あ
る
（
野
坂

泰
司
「
岩
手
嫡
国
訴
訟
最
高
裁
決
定
」
法
学
教
室
（
一
九
九
二
・
二
）
一
三
七
号
九
二
頁
以
下
参
照
）
。
ま
た
、
本
判
決
後
、
内
閣
総
理
大
臣

の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
に
関
す
る
損
害
賠
償
請
求
（
大
阪
訴
訟
）
控
訴
審
判
決
に
お
い
て
、
大
阪
高
裁
は
、
目
的
効
果
基
準
を
採
用

し
て
、
中
曽
根
総
理
（
当
時
）
の
公
式
参
拝
は
、
昭
和
六
○
年
当
時
の
状
況
下
で
は
、
憲
法
二
○
条
三
項
、
同
八
九
条
に
違
反
す
る

疑
い
が
あ
る
も
の
の
、
最
終
的
に
は
憲
法
違
反
と
ま
で
は
断
定
し
が
た
い
と
し
た
（
大
阪
高
判
平
四
・
七
・
三
○
、
判
例
時
報
一
四
一
一
一
四

号
三
八
頁
）
。
こ
れ
は
、
昭
和
六
○
年
当
時
の
公
式
参
拝
に
対
す
る
判
断
で
あ
り
、
現
在
で
あ
れ
ば
違
憲
と
い
え
る
ま
で
社
会
状
況
が

変
化
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
評
価
で
き
る
部
分
も
あ
る
。

こ
う
し
た
判
例
の
状
況
に
あ
っ
て
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
目
的
効
果
基
準
の
限
界
は
依
然
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
政
教

分
離
を
完
全
分
離
の
原
則
と
し
て
構
成
し
、
平
等
原
則
や
法
的
義
務
と
い
っ
た
面
か
ら
宗
教
と
の
関
わ
り
を
解
決
し
て
い
く
ア
プ

ロ
ー
チ
が
有
効
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
、
宗
教
学
校
へ
の
補
助
金
は
、
平
等
原
則
か
ら
判
断
し
て
宗
教
的
な
関
わ
り
か
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ら
の
支
出
で
は
な
い
と
判
断
で
き
る
し
、
玉
串
料
奉
納
は
法
的
義
務
と
し
て
行
政
機
関
に
課
せ
ら
れ
た
も
の
か
と
い
う
判
断
に
よ
り
、

違
憲
違
法
と
な
ろ
う
。
遺
族
援
護
行
政
で
あ
れ
ば
、
玉
串
料
な
ど
の
宗
教
的
名
目
で
支
出
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
し
、
知
事
な
ど
が
公

式
に
参
拝
し
、
奉
納
す
べ
き
法
的
義
務
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
本
判
決
で
は
本
件
支
出
の
財
政
的
効
果
は
微
々
た
る
も
の
で
、

そ
の
程
度
の
回
数
、
金
額
で
は
靖
国
神
社
の
玉
串
料
の
合
計
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
支
出
の
占
め
る
割
合
は
零
細
で
あ
る
と
し
て
い
る

が
、
全
国
の
各
自
治
体
が
こ
の
よ
う
な
支
出
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
大
変
な
額
に
達
す
る
の
で
あ
り
、
財
政
的

効
果
は
大
き
く
な
る
。
本
判
決
の
よ
う
な
判
断
が
確
定
す
れ
ば
、
今
後
自
治
体
に
よ
る
靖
国
神
社
へ
の
玉
串
料
支
出
が
増
大
す
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
判
決
は
、
靖
国
神
社
に
対
す
る
関
心
を
呼
び
起
こ
し
、
そ
の
援
助
、
助
長
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
、
国
家
機
関
で
あ
る
裁
判
所
に
よ
る
憲
法
二
○
条
三
項
違
反
の
行
為
と
い
う
こ
と
に
、
あ
な
が
ち
無
縁
と
は
言
え

な
い
皮
肉
な
結
果
も
招
く
か
も
し
れ
な
い
。


